
②ホームページや
SNS等を活用した情報発信
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WEB：ページ構成／内容
123

コンソーシアムコーナー新設 マガジンコーナー新設
◼ トップページ



WEB：ページ構成／内容
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◼ コンソーシアム加盟団体一覧



WEB：ページ構成／内容
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◼ コンソーシアム加盟申請フォーム



WEB：WEBマガジン
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◼ 取材記事：産経新聞社



WEB：進捗レポート
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WEB：進捗レポート
128



WEB：月別流入レポート
129

2024年4月 2024年5月 2024年6月 2024年7月 2024年8月 2024年9月 2024年10月 2024年11月 2024年12月 2025年1月 2025年2月 2025年3月 セッション合計数

226 181 149 168 152 224 423 476 399 365 415 266 3,444
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コンテンツの更新が増えるようになり、セッション数も増加



SNS：投稿内容／プロジェクト全体
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2024年3月27日 2024年4月12日 2024年6月14日

◼ 投稿内容：プロジェクト全体



2024年7月26日

SNS：投稿内容／プロジェクト全体
131

2024年7月24日 2024年7月31日

◼ 投稿内容：プロジェクト全体



SNS：投稿内容／クイズ等
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2025年2月6日(クイズ)～2月8日(答え) 2025年2月6日

◼ 投稿内容：クイズ等



SNS：投稿内容／クイズ等
133

2025年2月12日(クイズ)～2月19日(答え) 2025月3月12日(クイズ)～3月19日(答え)

◼ 投稿内容：クイズ等



SNS：投稿内容／コンソーシアム等
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2024年11月20日2024年10月16日 2024年11月20日

◼ 投稿内容：コンソーシアム等



SNS：投稿内容／EXPO等
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2024年9月26日(東京)2024年9月25日(東京) 2024年9月27日(東京)

◼ 投稿内容：EXPO等



SNS：投稿内容／EXPO等
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2024年10月2日(東京)2024年9月30日(東京)

◼ 投稿内容：EXPO等



SNS：投稿内容／EXPO等
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2024年10月2日(東京)2024年9月30日(東京) 2024年10月2日(東京)

◼ 投稿内容：EXPO等



SNS：投稿内容／EXPO等
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2024年12月13日(大阪)2024年10月3日(東京)

◼ 投稿内容：EXPO等



SNS：投稿内容／EXPO等
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2024年12月19日(大阪) 2024年12月20日(大阪)

◼ 投稿内容：EXPO等



SNS：投稿内容／大会告知等
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2024年6月14日 2024年6月19日

◼ 投稿内容：大会告知等



SNS：投稿内容／大会告知等
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2024年6月21日 2024年6月19日

◼ 投稿内容：大会告知等



SNS：投稿内容／大会告知等
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2024年6月28日 2024年7月10日2024年7月3日

◼ 投稿内容：大会告知等



SNS：投稿内容／大会告知等
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2024年7月12日 2024年7月17日2024年7月5日

◼ 投稿内容：大会告知等



SNS：投稿内容／大会告知等
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2024年8月2日 2024年8月13日2024年8月7日

◼ 投稿内容：大会告知等



SNS：投稿内容／大会告知等
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2024年8月16日 2024年8月23日2024年8月21日

◼ 投稿内容：大会告知等



SNS：投稿内容／大会告知等
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2024年9月6日 2024年9月18日2024年9月13日

◼ 投稿内容：大会告知等



SNS：投稿内容／大会告知等
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2024年10月9日 2024年10月11日

◼ 投稿内容：大会告知等



SNS：投稿内容／大会告知等
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2024年10月23日2024年10月18日

◼ 投稿内容：大会告知等



SNS：投稿内容／大会告知等
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2024年11月15日 2024年11月22日 2024年11月27日

◼ 投稿内容：大会告知等



SNS：投稿内容／大会告知等
150

2024年12月11日2024年11月29日 2024年2月7日

◼ 投稿内容：大会告知等



SNS：分析結果
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全投稿数 リーチ数

5
44

366

200
140

288

投稿内容カテゴリ

24

12

7
7433

42

モデル事業イベント開催

EXPO

進捗レポート

クイズ

モデル事業採択

プロジェクト概要

コンソーシアム

その他(RT・ハッシュタグのみ等)

全投稿数：102件

※投稿にツリー形式でつけられたハッシュタグ、他のアカウントの投稿をRTした場
合も投稿数としてカウントされる。

エンゲージメント

13
リポスト：1
いいね：1219

リポスト：２
いいね：17

◼ 分析結果



SNS：分析結果
152

投稿数 いいね数 リポスト 閲覧数

モデル事業イベント開催 24 57 11 3206

EXPO 12 38 6 1394

進捗レポート 7 10 2 365

クイズ 7 3 2 389

モデル事業採択 4 1 1 69

コンソーシアム 10 10 2 573

プロジェクト概要 3 19 3 4752

その他(RT・ハッシュタグ) 42 7 0 341

◼ 分析結果



153◼インクルーシブ大会告知 インフルエンサータイアップ

起用インフルエンサー

石井 優希
Yuki Ishi

元バレーボール選手

生年月日：19９１ 年 ５ 月 ８ 日
出身地 ：岡山県倉敷市
出身校 ：就実高校

2010年、久光スプリングス（久光製薬スプリングス含む）に入団し、中心選手として多
くのタイトル獲得に貢献。2017-18年シーズンにはMVPも獲得する。2011年に日本
代表に選出され、主力としてもプレーし、2016年のリオデジャネイロ、2021年の東京
オリンピックに出場。2023年に現役を引退後は、バレーボール教室やメディア・イベン
ト出演などを通じて、バレーボールの魅力を伝える活動を行っている。

Instagram
フォローワー数 9.6万人
(9月5日現在）

https://www.instagram.com/yuki.ishii/

X(旧ツイッター)

フォローワー数 6.1人
(9月5日現在）

https://x.com/kuu__yuk1

https://www.instagram.com/yuki.ishii/
https://x.com/kuu__yuk1


154◼インクルーシブ大会告知 インフルエンサータイアップ

当日投稿

9月14日終了後

リーチ(フォロワー数)
AVE(広告換算

値)
コメント リアクション(いいね数)

96677 894.26 20 4975

使用ハッシュタグ

＃PR
＃USPORTPROJECT
＃パラスポーツ
＃アンリミ
#アンリミテッドスポーツフェスティバル
#UnlimiSpoFes 
#みんリミ

アンリミテッド スポーツ フェスティバル 体験取材
日程：9月14日(土)16:00～20:00
場所：ヤンマースタジアム長居
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◼ インクルーシブ大会告知

当日投稿 付いたコメント

◼インクルーシブ大会告知 インフルエンサータイアップ
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◼ インクルーシブ大会告知

事後投稿①

9月15日投稿

使用ハッシュタグ

＃PR
＃USPORTPROJECT
＃パラスポーツ
＃アンリミ
#アンリミテッドスポーツフェスティバル
#UnlimiSpoFes 
#みんリミ
#スポーツっていいね

◼インクルーシブ大会告知 インフルエンサータイアップ
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◼ インクルーシブ大会告知

事後投稿②

9月15日投稿

使用ハッシュタグ

＃PR
＃USPORTPROJECT
＃パラスポーツ
＃アンリミ
#アンリミテッドスポーツフェスティバル
#UnlimiSpoFes 
#みんリミ
#スポーツっていいね

リーチ(フォロワー数)
AVE(広告換算

値)
コメント リアクション(いいね数)

96677 894.26 10 2730

◼インクルーシブ大会告知 インフルエンサータイアップ
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◼ インクルーシブ大会告知

事後投稿① 付いたコメント

◼インクルーシブ大会告知 インフルエンサータイアップ
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◼ インクルーシブ大会告知

事後投稿②

9月15日投稿

使用ハッシュタグ

＃PR
＃USPORTPROJECT
＃パラスポーツ
＃アンリミ
#アンリミテッドスポーツフェスティバル
#UnlimiSpoFes 
#みんリミ
#パン食い競争
#相変わらず走り方が変

リーチ(フォロワー数)
AVE(広告換算

値)
コメント リアクション(いいね数)

96677 894.26 37 1901

◼インクルーシブ大会告知 インフルエンサータイアップ
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◼ インクルーシブ大会告知

事後投稿② 付いたコメント

◼インクルーシブ大会告知 インフルエンサータイアップ



161

◼ インクルーシブ大会告知

事後投稿② 付いたコメント

◼インクルーシブ大会告知 インフルエンサータイアップ
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◼ インクルーシブ大会告知

◼インクルーシブ大会告知 インフルエンサータイアップ
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◼ インクルーシブ大会告知

投稿反響(X)

X上投稿推移

＜検索条件＞
• キーワード：アンリミテッドスポーツフェスティバル
• 検索期間：2024/9/11～2024/9/17
＜使用ツール＞

Meltwater

4
5

38

42

11
9

開催当日

X上投稿ポジネガ

全投稿：109件

Positive：
56%(61件)Neutral：

42.2%(48件)

ポジティブ投稿内キーワード

※ネガティブ投稿0件

◼インクルーシブ大会告知 インフルエンサータイアップ
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◼ インクルーシブ大会告知

X上実際のポジティブ投稿

＜検索条件＞
• キーワード：アンリミテッドスポーツフェスティバル
• 検索期間：2024/9/11～2024/9/17
＜使用ツール＞

Meltwater

◼インクルーシブ大会告知 インフルエンサータイアップ
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◼ インクルーシブ大会告知

X上実際のニュートラル投稿

＜検索条件＞
• キーワード：アンリミテッドスポーツフェスティバル
• 検索期間：2024/9/11～2024/9/17
＜使用ツール＞

Meltwater

◼インクルーシブ大会告知 インフルエンサータイアップ
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◼ インクルーシブ大会告知

プロジェクトWEBサイトへのバナー掲出

◼インクルーシブ大会告知 プロジェクトWEBサイトへのバナー掲出



コンソーシアム加盟促進活動 総括
167

✓ 初年度として、57団体の加盟を獲得。

✓ パラスポーツ団体の獲得が一番進まなかったという印象。

✓ 一番の課題は、パラスポーツ団体の担当者の多忙。メールや電話といったコミュニケーション
ツールを使った営業手法が通用しないため、新たな手法を取り入れる必要あり。

✓ 例えば、何かのついで、例えば、パラスポーツ団体の集まりのついでにアプローチ、学会やイベ
ントのついでにアプローチといった手段もあり得る。一方で、そうしたイベントの起点となるパラス
ポーツの統括団体（パラサポやパラネット）もどちらかというと現場に近いため、パラスポーツ
団体に遠慮や配慮があり、強いアプローチが出来ないといった別の課題もある。

✓ 実際に、交流会などに来ていただけると、企業ーパラスポーツ団体の会話も進むことから、こう
したパラスポーツ団体の方々に横展開、お勧めしていただくのが、他のパラスポーツ団体に広
げていくためには有益と思われる。

✓ 今後、本格化するコンソーシアム活動において、パラスポーツ団体向けの施策を強化するこ
とで、パラスポーツ団体にコンソーシアムのメリットを感じてもらうことで、芋づる式に加盟が増え
る可能性がある。

ターゲティング精度を向上させた

デジタル広告 × メディアの理解を促進させる

PR活動



③モデル創出事業

168



モデル事業 審査概要
169

令和６年度「障害者スポーツ推進プロジェクト(障害者スポーツの実施環境の整備等に向けたモデル創出事業)」につき、
書類審査および審査会を踏まえて採択通知を出し、契約手続きを行います。

公募期間 4/12（金）～5/2（木）17：00

応募書類取りまとめ（事務局） 5/7（火）

書類審査（審査員） 5/8（水）～5/16（木）

集計・整理（事務局） 5/17（金）～5/20（月）

審査会 5/21（火）16：00～17：00

採択団体決定通知 6/5（水）

契約締結・事業開始 6月上旬頃～順次 ※契約交渉、スポーツ庁再委託承認後

5月８日（水）中に審査員の皆様へ審査書類をメール送付

応募書類をご確認いただき、採点したエクセルデータ（採点案）を
事務局メールまでお戻しいただきます

オンラインにて協議を行い、各審査員の採点結果を確定し、
採択団体を決定します

審査会コメント整理/通知準備



モデル事業／事業報告書
170

一般社団法人アンリミテッド事業推進協会

取組テーマ： 企業と競技団体による障害者スポーツ大会や特別支援学校等が参加する全国大会、
インクルーシブなスポーツ大会の整備
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一般社団法人アンリミテッド事業推進協会｜2024アンリミテッドスポーツフェスティバル

◼ 実施概要

名 称 2024アンリミテッドスポーツフェスティバル

コンセプト “Unlimited!!”
インクルーシブ社会の未来に向かって「人として成長できる」機会・経験の場

会 場 ヤンマースタジアム長居 (〒546-0034 大阪府大阪市東住吉区長居公園1−1)

1F：スタジアム、屋内練習場他

日 程 2024年8月31日（土）
→日程延期：2024年9月14日（土）
※開会式 ：16:00～(一部予選等は昼から開催)
※会場借用時間 ：9:00～21:00

来場者数 総来場者人数：4,500人
・関係者人数:200人 ／ ・来賓、VIP人数:100人
・選手人数:166人 ／ ・イベント参加人数:1,820人 ／ ・観覧者:2,600人
※予定動員5000名に対し、今回、台風10号襲来の影響により2週間の延期の結果、 参加者・

出展者・出演者の一部が不参加となり若干数減少した結果、約4500名の参加となった。
（述べ 数値として計上）

会場入口

会場周辺図

長居駅
(阪和線・大阪メトロ 御堂筋線)

ヤンマースタジアム長居

大阪市立長居植物園

ヤンマーフィールド長居

長居運動場

大阪市長居障がい者
スポーツセンター過 去 実 績 ※2023年度実績：1,500人

※2022年度、2021年度、2020年度コロナ中止
※2019年度実績：2,200人
※2018年度実績：1,572人
※2017年度実績：3,215人

競技関係(事前エントリー競技) イベント関係(当日参加型)
事前エントリーにてご参加いただき、

公式記録測定を行う3種のカテゴリー
競技参加者、来場者が当日申込、

自由参加いただくカテゴリー

専門スポーツ大会eスポーツ大会

競技イベント企画ブースイベント陸上競技大会

実施内容 (名義関係)
主 催

協 力

後 援

主 管

一般社団法人アンリミテッド事業推進協会

スポーツ庁(スポーツ庁委託事業)、ASA Filims、株式会社アビ、株式会社アワハウ
ス、一般社団法人ウタのタネ、川村義肢株式会社、学校法人玉手山学園 関西
福祉科学大学、株式会社クレアヴィータ、神戸電子専門学校、株式会社JTB、シ
ンク・ファンズ株式会社、株式会社テクリオ、帝塚山学院大学女子サッカー部、株式
会社TRINITY、株式会社BBANDSB&CO.、東住吉区青少年指導員協議会、
株式会社マッシュ、一般社団法人メディ・ファ、ONE TRIBE

大阪府、大阪市、公益財団法人大阪観光局、一般社団法人大阪障がい者ｅス
ポーツ協会、大阪府ｅスポーツ連合、大阪ボッチャ協会、公益財団法人大阪陸上
競技協会、近畿パラ陸上競技協会、一般社団法人日本パラ陸上競技連盟、一
般社団法人日本障がい者ｅスポーツ協会、大阪市東住吉区、讀賣テレビ放送株
式会社

アンリミテッド スポーツ フェスティバル実行委員会
（審判運営：一般財団法人大阪陸上競技協会）
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一般社団法人アンリミテッド事業推進協会｜2024アンリミテッドスポーツフェスティバル

◼ 事業スキーム スポーツ庁「障害者スポーツ推進プロジェクト」事務局様とは、「実行事務局」を中心に連携を行い、
また、告知宣伝の実務については「実行事務局」と「広報・宣伝グループ」が連携し行った。

一般社団法人アンリミテッド事業推進協会

アンリミテッドスポーツフェスティバル組織委員会
会計監査組織

後援・協力名義

ボランティアチーム
後援・協力団体より構成

渉外グループ 企画・制作グループ 広報・宣伝グループ
競技関係グループ

(公認競技)
出展管理グループ 協賛営業グループ

協賛企業・団体

アンリミテッドスポーツフェスティバル
実行事務局

会場ハード・施工関係オペレーション関係 イベント/エキシビション関係

アンリミテッドスポーツフェスティバル実行委員会

業務委員会 専門委員会

実行内容に関する決定機関予算承認及び管理を行う。

企画立案・検討
エキシビション・コンテンツ制作

専門分野に精通した業務を行うセクション
基本的には専門業者により構成する。

入金登録・支出登録

協賛金
受け渡し

協賛金支払

営業アプローチ

業務
連動

支出
依頼

支出
実行

業務
推進

業務依頼

配置
ポスト

1)陸上競技大会

2)eスポーツ大会

3)専門スポーツ大会

コンソーシアム

告知
連携

情報
共有

・「U-SPORTS PROJECT」活用
・「ここスポ」の活用

スポーツ庁 「障害者スポーツ推進プロジェクト」事務局

[コンソーシアム連携本部]

支援

支援
依頼
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一般社団法人アンリミテッド事業推進協会｜2024アンリミテッドスポーツフェスティバル

◼ 実施体制図

※延期に伴い、
担当要調整箇所

現場でのイベント組織体系は民間企業が中心となり、業務を推進いたしました。
ボランティアは専門的なボランティアチーム及び、運営側面をフォローいただくボランティアチームを立ち上げ、運営いたしました。
また、8/31(土)が荒天 ※台風による、警報発令に伴い、9/14(土)に延期し実施したため、一部中止や担当を調整いたしました。

※凡例：黄色部分
統括

全体統括 北林
実施統括 今若、加藤

会場管理 会場:ヤンマースタジアム長居 担当:久語

・総務員：中谷、大村陸上競技大会

・濱野ボッチャ大会

・東eスポーツ大会

【運営・審判・競技記録】 公益財団法人大阪陸上競技協会(審判団) 30～40名

【運営・競技記録】 大阪ボッチャ協会：10名

【運営・競技記録】 テクリオ：7名 + 神戸電子専門学校

全体進行

・利波

進行St:中西・上田・檀野 ／ MC:荒木 仁 ／ 進行ヘルプ:神戸電子専門学校 （メダルセレモニー）

【ﾃｸﾆｶﾙ(音響・映像)】 音響:ワイドウインドウズ 木村+1名 ／ 映像:コムエンス 唄+1名

会場運営

・大橋、河知

【救護対応】 くれないクリニック 根本先生+看護師 ／ ・関西医療学園専門学校（熱中症見回り）

備品・施工管理 ・今若、佐幸 【備品・施工】 JTB／ダスキン 濱西+4名

【出演者】 オープニングアクト:ONE TRIBES ／ エンディング:一般社団法人ウタのタネ

広報・記録 管理

・広報対応：村上・大津(東) 荘
・ｺﾝｿｰｼｱﾑ連携対応 事務局：荘

H.P./SNS 東 / 橋本

記録映像・スチール 1名(麻田)

【トレーナーブース】 橋本・佐幸 関西医療学園専門学校生徒 + 先生・鍼灸院

・中山+佐幸+伊藤 神戸電子専門学校競技ｲﾍﾞﾝﾄ企画/ﾊﾟﾝ食い競走

競技関係

・責任者：北林

イベント関係

・責任者：今若(荘)

MC:ハッシー ／ ゲスト:GENKIモリタ ／ ゲスト:カワギシ

【注文に時間がかかるカフェ】 注文に時間がかかるカフェ：奥村+4名

【福祉ネイル】 一般社団法人日本保健福祉ネイリスト協会：岡林

あすリートチャンネル 村上 + 読売テレビ

事務局

・今若、佐幸（荘）

受付 今若・佐幸(事務局:藤本)+神戸電子専門学校

協賛者管理 今若・佐幸(事務局:藤本) ／協賛対応：佐瀬

登壇者・招待対応 管理：今若 ／ 対応：加藤、中山

【ミュージックエリア】 一般社団法人ウタのタネ：寺尾・田中+メンバー 約100名

VIP・登壇者

【モルック体験】 大川・東住吉区青少年指導員協議会：川岸+メンバー 22名

【eスポーツ体験(eｽﾎﾟｰﾂ大会の状況に準ずる)】 東 + 神戸電子専門学校

【ボッチャ体験(ボッチャ大会の状況に準ずる)】 濱野：大阪ボッチャ協会

【ボランティア】 神戸電子専門学校 15名 → ｅスポーツ大会・体験・パン食い・表彰・受付

【ボランティア】 関西医療学園専門学校 16名 → トレーナーブース・救護対応(熱中症見回り)・誘導

【ボランティア】 帝塚山学院大学 女子サッカー部 約20名、関西福祉科学大学 4名 → パン食い・表彰・受付

【デフリンピックPRブース】 住友電設株式会社：水間

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ管理 ・大橋

救護管理 ・佐幸

【ほじょ犬啓発ブース】 川村義肢株式会社 KAWAMURAグループ：剣持

アンリミテッド事業組織委員会 北林、前田、今若、加藤、高島

プレス対応 大津、ﾌﾞﾗｯｸ・ﾊﾟﾝｻｰ:八尾、後藤

【即興!! 応援絵描メッセージプレゼント】 清風南海高校教員：辻

【デフスポーツ体験】 住友電設株式会社：水間・水島

(関係者総人数:200名】
運営管理 ：9名
ボランティア ：31名
競技運営 ：40名
出展者  ：100名
出演関係 ：20名
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◼ 事業の成果と考察

モデル創出事業予算を、課題であった「広報不足」に対し注力を行ったことで、2017年から始まった本事業で初めて、メディア
リリースを行なうことができ、また広報・メディア露出の結果を数値化（広告価値換算）できたため、次年度に向けたベースと
して、取り組みたいと考えております。

○プレスリリース配信
・ 「@Press」 「PR TIMES」より、2024年8月1日＆8月22日の各２回、計600件を配信。
・関連記者クラブに投函。地元メディアに個別プロモート。計60件にアプローチ。

○メディア掲載報告（広告価値換算）
①「＠press」より掲載されたWEBメディア ＝計86 媒体（11,672,238円）
※広告価値換算は@pressによる算出値を採用

②「PR TIMES」より掲載されたWEBメディア ＝計72 媒体（9,772,056円）
※広告価値換算は@pressによる平均単価を基に、72媒体分として独自に算出

③その他メディア掲載    ＝計9媒体（2,321,414円）

掲載メディア数 ＝合計167媒体
広告価値換算合計＝23,765,708円

公明新聞掲載記事

媒体名 広告価値換算 データリンク

公明新聞 300,000円 添付記事

CHALLEATH 135,723円 https://challeath.com/detail.php?rid=910

読みテレ 210,000円 https://www.yomitv.jp/tlkQJ

読みテレ 210,000円 https://article.yahoo.co.jp/detail/ba337043e072e08d01d7b74a9e5ee516abf30b64

読みテレ 210,000円 https://news.mynavi.jp/article/20240912-3023925/

愛媛新聞 92,000円 https://www.ehime-np.co.jp/article/post202409170001

ovo 13,691円 https://ovo.kyodo.co.jp/ch/humhum/a-2008663

石井優希さん（インスタグラム） 900,000円 https://www.instagram.com/yuki.ishii/

あすリートチャンネル 250,000円 https://ytv-athlete.jp/lives/29835

※公明新聞＝推定広告費用を基に算出
※読みテレ＝「PR TIMES」広告価値換算の「読売テレビ」の一番ランクが低い数値「210,000円（15秒）」
を採用（転載メディアも同様とした）

※愛媛新聞＝「PR TIMES」広告価値換算の「愛媛新聞」の「23,000円 １cm１段×4段（推定）」を採用
※ovo＝「@press」による算出値を採用
※石井優希さん（インスタグラム）、あすリートチャンネル＝1フォロワーあたり3円として換算
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◼ 次年度以降の計画 2025年度は2025年 日本国際博覧会の会場での開催が決定しており、開催に向けた実施準備及び、
予算調達を調整いたしております。

名義関係

名 称 2025アンリミテッドスポーツフェスティバル

コ ン セ プ ト
“Unlimited!!”
インクルーシブ社会の未来に向かって「人として成長できる」機会・経験の場

会 場
メイン会場：2025年 日本国際博覧会 EXPOアリーナ「Matsuri」

サブ会場 ：ヤンマースタジアム長居

日 程
2025年7月24日（木）
※メイン会場は7/23に設営

実 施 内 容

●競技カテゴリー(事前エントリー競技)
事前エントリーにてご参加いただき、公式記録測定を行うカテゴリー
陸上競技、特定競技(ボッチャ等)、
オンライン/デジタル系競技(eSports)の 3分類を実施する。

●イベント/エキシビションカテゴリー(当日参加型)
競技参加者、来場者が当日申込、自由参加いただくカテゴリー
スポーツ競技エキシビション、体験型エキシビション、
当日参加(エントリー)型イベントの3分類を実施する。

来 場 者
( 目 標 )

10,000人
※2024年度実績：4,500人
※2023年度実績：1,500人
※2022年度、2021年度、2020年度コロナ中止
※2019年度実績：2,200人
※2018年度実績：1,572人
※2017年度実績：3,215人

主 催 一般社団法人アンリミテッド事業推進協会

協 力
（ 予 定 ）

ASA Filims、株式会社アビ、株式会社アワハウス、一般社団法人ウタのタネ、
川村義肢株式会社、株式会社クレアヴィータ、神戸電子専門学校、株式会社JTB、
シンク・ファンズ株式会社、株式会社テクリオ、株式会社TRINITY、
株式会社BBANDSB&CO.、東住吉区青少年指導員協議会、株式会社マッシュ、
一般社団法人メディ・ファ、ONE TRIBE、
学校法人関西医療学園関西医療学園専門学校、スポーツ庁

後 援
（ 予 定 ）

大阪府、大阪市、公益財団法人大阪観光局、一般社団法人大阪障がい者
ｅスポーツ協会、大阪府ｅスポーツ連合、大阪ボッチャ協会、公益財団法人
大阪陸上競技協会、近畿パラ陸上競技協会、一般社団法人日本パラ陸上競技
連盟、一般社団法人日本障がい者ｅスポーツ協会、大阪市東住吉区、
讀賣テレビ放送株式会社

主 管
アンリミテッド スポーツ フェスティバル実行委員会
（審判運営：一般財団法人大阪陸上競技協会）

協 賛
（ 予 定 ）
＊広告代理店契約

一般社団法人 JPIA、合同会社SUNNY、株式会社エニシジャパン、縁起焼、
関西医療学園専門学校、合同会社クリアースカイ、住友電設株式会社、
株式会社デイリー・インフォメーション関西、東亜道路工業株式会社 関西支社、
マグチグループ株式会社、リサイクルジャパングループ株式会社、
ワールドマスターズゲームズ2021関西組織委員会、T‘s Create(株)、
くれないクリニック、株式会社サンリフォーム、株式会社ストック・ソリューション、
摂津倉庫株式会社、株式会社Charm、株式会社トーア
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NHKエンタープライズ

取組テーマ： 企業と競技団体による障害者スポーツ大会や特別支援学校等が参加する全国大会、
インクルーシブなスポーツ大会の整備
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NHKエンタープライズ：第2回小学生ボッチャ競技会

◼ 小学生ボッチャ競技会とは

小学生ボッチャ競技会では、障害がある

児童とない児童でチームを組みます。

子どもたちは、チームメイトとの

コミュニケーションを通じて、

共生社会について大切なことを学びます。

チームは3年生から6年生の4人～6人で構成。そのうち2人以上は、特別支援学級
または特別支援学校に在籍する児童であることが参加条件。

ボッチャを通じて
共生社会について学ぶ
インクルーシブな競技会
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◼ 事業概要

「第2回小学生ボッチャ競技会」には、２６チームが参加。
１２９名の選手のうち、５８名が特別支援学級・特別支援学校の児童でした。
都内３つの特別支援学校でブロック予選を行い、勝ち上がった６チームと千葉県、新潟県からの招待チームを合わせて、
8チームによる本戦が２０２４年９月１６日に渋谷区スポーツセンターで実施されました。

主 催：株式会社NHKエンタープライズ、株式会社NHKアート、
社会福祉法人NHK厚生文化事業団

協 力：一般社団法人日本ボッチャ協会

後 援：東京都、渋谷区、NHK、東京都立特別支援学校長会、
東京都特別支援学級・通級指導教室設置学校長協会

特別協賛：湖山医療福祉グループ

協 賛：株式会社アポワテック、インフロニア・ホールディングス
               株式会社、東日本旅客鉄道株式会社（50音順）

協力ﾊﾟｰﾄﾅｰ：朝日小学生新聞、株式会社バンダイ（50音順）

委託事業：スポーツ庁委託事業
               「令和６年度 障害者スポーツ推進プロジェクト」

放 送：２０２４年１０月１９日（土）午後３時～４時
               NHK Eテレ
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◼ 実施概要

予選

8月２５日（日）Aブロック 東京都立花畑学園

8月３１日（土）Bブロック 東京都立光明学園

8月２４日（土）Cブロック 東京都立府中けやきの森学園

本戦

９月１６日（月・祝）渋谷区スポーツセンター

各ブロック上位2チームと新潟県・千葉県からの招待チーム

計8チームが出場 優勝は新潟県の「ラッキー ピース」

24チーム 122名参加
（うち55名が特別支援学級・
特別支援学校の児童）

8チーム 42名参加
（うち17名が特別支援学級・
特別支援学校の児童）
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◼ 実施の様子

力を合わせて勝利を目指す

ボッチャにおいて勝利の鍵は、
選手同士のコミュニケーションです。
戦略について相談し仲間のミスを
カバーする。
ともに勝利を目指すなかで、自然と
支えあう関係が生まれます。

上段3点：戦略について知恵を出し合う

下段2点：喜びを分かち合う
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◼ 実施の様子

子どもたちの変化

大きな音に敏感な仲間の耳を覆ってあげる 力を合わせる選手たちへ大きな声援と拍手

足立区立足立小学校のリポート
○子どもたち同士がかかわる機会が増えた

通常学級と支援学級の児童が、友達の名前を覚え、校内ですれ違った時に「○○くん！」「よっ！」と声を掛け合う姿が日常的に見られるようになりました。ボッチャ競技

会に参加していなければ、このようなやり取りを見ることはできませんでした。

〇校内の放課後スポーツクラブに新しく「ボッチャ」が追加された。

ボッチャが、サッカー・バスケットボールに並ぶスポーツとなりました。週１回、通常学級の５・６年生と特別支援の４～６年が一緒にボッチャを楽しんでいます。

参加選手保護者からのお便り

今年のメンバーを昨年と比較すると一名だけ入れ替わったのですが、その一名というのは特別学級の選手が障害の重い選手に入れ替わったというものでした。

チーム力という点では落ちましたし、わが子としては自分のプレー以外で気をつかわなければならない状況で、集中力を保つのが大変だったようです。

ただこうした機会がなければ、障害のある子どもと接するということがどういうことなのかを知ることも無かったであろうと思いますので、わが子が成長していく過程で

非常に良い経験をさせていただいたと感謝しています。
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◼ 第3回小学生ボッチャ競技会計画

【名称】第３回小学生ボッチャ競技会

【主催】小学生ボッチャ競技会実行委員会

【協力】一般社団法人日本ボッチャ協会

【後援（予定）】東京都、NHK、東京都立特別支援学校長会、東京都特別支援学級・通級指導教室設置学校長協会

【協賛】特別協賛、協賛、協力パートナー

【委託事業（予定）】スポーツ庁・パラスポーツ推進プロジェクト

【実施方法】
2025年度は東京都に限っていた予選参加エリアを神奈川県、千葉県、埼玉県に拡大して実施。
（１）予選：8月下旬 東京都内

東京都に加え、神奈川県、埼玉県、千葉県からの参加チーム、計40チーム程度で予選を実施。
（２）本戦：９月中旬 東京都内スポーツ施設

予選の上位チームに加え、上記の4都府県以外からの招待チームの参加も検討。

【参加資格】
（１）選手は、東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県に所在の小学校や団体に所属する3年生から6年生までの児童４名～6名。
（２）チーム編成は、通常の学級に在籍する児童と、特別支援学級または特別支援学校に在籍する児童による合同チームとし、

特別支援学級または特別支援学校に在籍する児童を2名以上含むことを原則とする。

【スケジュール】
（１）２０２５年２月下旬 情報解禁
（２）２０２5年５月～７月 参加チーム公募
（３）２０２5年８月下旬 予選
（４）２０２5年９月中旬 本戦（NHK番組収録予定）



モデル事業／事業報告書
183

高知県

取組テーマ： 企業と競技団体による障害者スポーツ大会や特別支援学校等が参加する全国大会、
インクルーシブなスポーツ大会の整備
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◼ 事業概要

○本県における障害者スポーツの取組の多くは障害者だけの活動に留まっており、障害者が生涯にわたってスポーツに親しむことがで
きるようにするためには、障害の有無に関わらず、誰もが一緒に楽しめるインクルーシブなスポーツ活動を増やすことが必要である。

○本県の特色である車いすラグビーを活用した取組のノウハウを生かし「障害者スポーツ」を「障害者がするスポーツ」としてだけでな
く、障害の有無に関わらず参加できるインクルーシブなスポーツ活動として、競技ルールや用具等を適応（アダプテッド）し、スポーツ
関係団体だけでなく企業など多様な関係者が参画し（ユニバーサル）連携しながら取り組む、障害者スポーツを推進する新たな
形として発信する。

○安全・安心に配慮した体験会プログラムや大会ルールを検討することで、全ての方が楽しめるインクルーシブなスポーツ活動のモデ
ルケースを構築する。

○本事業終了後も、県と多様な関係者が連携し、将来的に様々な障害者スポーツに本事業で得たインクルーシブな活動のノウハウ
を取り入れ事業の横展開を目指す。

事業の趣旨

学校等で実施する
車いすラグビー体験会

〇障害者スポーツの理解啓発や大会の

参加を促す

○子どもに関わる人材（教員や保護

者等）にスポーツを通じて共生社会

の理解を深める

インクルーシブな
車いすラグビー大会

〇障害の有無、年齢、性別に関わらず

誰もが参加できる大会とする

○既存のルールにとらわれず、参加者が

安全・安心・主体的にスポーツを楽し

むことのできる形とする

スポーツをささえる
人材の取組紹介

〇スポーツを「する」「みる」だけではなく、

「ささえる」人材の取組を紹介すること

で、新たなスポーツへの関わりへのきっ

かけとする
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◼ 事業実施体制

【中心となる団体】
高知県…事業計画統括
県立障害者スポーツセンター …指導員・コーディネーター斡旋など
チーム「フリーダム」…大会ルール助言、体験会講師など

【協力団体・協力者】
日本車いすラグビー連盟 …トレーナー・メカニック派遣、広報協力、資料提供など
高知県パラスポーツ指導者協議会 …指導員派遣など
高知県社会福祉協議会 …広報協力、スタッフ派遣など
県教育委員会 …広報協力など
高知市教育委員会 …広報協力など
特別支援学校教員 …大会ルール助言、広報協力など
一般社団法人Ｕプロジェクト …体験会及び大会ルールの助言、広報協力など
一般社団法人高知県スポーツコミッション …次年度以降の取組検討、横展開への助言など
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◼ 事業実施報告

スポーツをささえる人材の取組紹介
パラスポーツ体験コーナー/車いす散歩ツアー

■お仕事体験型ブース：トレーナー、メカニックの仕事紹介、体験ブース
■パラスポーツ体験コーナー：車いす体験(バスケ車、ハンドサイクル、フレー

ムランナー)、フライングディスク、車いすフリースロー
■車いす散歩ツアー：会場の外を車いすで巡り、何気ない段差や傾斜、自動

販売機の利用など車いすユーザーの日常を体験し、バリア
フリーの意味や現状を知る車いす生活の疑似体験ツアー

学校等で実施する
車いすラグビー体験会

①香南市立吉川小学校 ②須崎市立安和小学校
③高知県立春野高校 ④放課後デイサービス４事業所
⑤高知市立はりまや橋小学校
■車いすラグビー体験
競技用車いすに乗って、鬼ごっこ、ドリブル、パス、スラローム、
タックル、チームに分かれて試合を体験。
■選手との交流
子ども達と選手が、競技のことや車いす生活について
質疑応答することで障害や障害者スポーツに対する

子ども達の理解を深める。
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◼ 事業実施報告

年齢・性別・障害の有無に
関わらず誰もが参加できる

インクルーシブな車いすラグビー大会

 な ま え 

今日の目標 今日の目標

チーム「　　　」

持ち点票

小４以下 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 高１ 高２ 高３ それ以上

男 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

女 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

１　受付票に点数記入

　例

チームA チームB チームC チームD

10 10 10 10

8 9 8 8

7 8 8 7

6 4 3 4

0 0 1 2

合計 31 31 30 31 →なるだけ近い数字に

５　振り分け後、チーム票に記入

参加者

持ち点

■目標カード
個人目標カード…チーム交流時間にそれぞれ記入し、チーム内で発表。
チーム目標カード…チーム交流時間に話し合って決める。試合開始前に

チームリーダーが発表。

■大会特別ルール
・１ピリオド３分の２ピリオド。インターバルは１分。
・試合は１チームにつき５人で行う。途中交代は自由。
・ドリブル及びパスまでの時間制限なし。
・40秒クロック制は適用しない。
・参加者はそれぞれ持ち点を有する。チームは持ち点の合計が均一に
なるように運営が編成する。 持ち点表は以下のとおり。

■チーム編成例

なるべく均一になるように振り分ける

日時：令和６年12月７日（土）
場所：くろしおアリーナ（高知市）
来場者数：約100人
大会参加者数：67人

（障害のある方：25人）
【午前の部】

Web申込フォームで事前募集した小～高で
編成した４チームによる総当たり戦

【エキシビジョンマッチ】
フリーダム VS 日本代表選手

【午後の部】
当日受付で募集した全年齢対象で編成した
４チームによる総当たり戦

【参加者同士の交流】
試合前にチーム毎の練習時間を設定
練習中に目標カードの記入・発表
チームの目標をみんなで考える

【選手との交流】
チームに入って一緒にプレイする
大会終了後、選手・参加者・スタッフ全員で
フロアを清掃（タイヤ痕等の拭き掃除）
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◼ 成果と課題

成果

○インクルーシブスポーツが年齢や障害の有無に関わらず受け入れられていることや、インクルーシブな大会に関する興味関心が非常

に高いことがわかり、今後の取組において本事業を重要なモデルとすることができた。

○大会の開催において、地元パラリンピアンの協力により県外パラアスリートの参画や中央競技団体（NF）との連携が円滑に実施

でき、県域を越えた新たな関係性も構築できた。

○スポーツを「する」「みる」「ささえる」全ての視点で関わることのできる取組とすることができた。特に、「ささえる」人材にスポットをあてた

取組への興味関心が高いことがわかった。

○参加者同士の交流や目標カードの使用、観客・選手・スタッフ全員での床掃除など、会場にいた全員が主体的にスポーツに参加

できる共生社会を体感・共有することができた。

課題

○県において、インクルーシブスポーツは認知度が低いため、県民の理解を得てさまざまなスポーツ活動に取り入れられるよう、継続的

かつ効果的な取組を検討することが必要。

○「ささえる」人材の仕事や情報を効果的に伝えることができる取組の検討が必要。

○地元企業の参画を促すため、SDGsや共生社会、まちづくりをキーワードに、企業が参画しやすく理解が得られやすいインクルーシ

ブスポーツの推進や、企業間の情報交換の場づくりや企業が主体的に関わる取組の検討が必要。

○県民のスポーツ参加拡大に向けて、スポーツが苦手であったり関心がない層に対し、スポーツへの多様な関わりを知ってもらうため、

オープンスペースの活用や福祉、教育、観光などの多分野の知見を持ち寄る工夫が必要。
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長瀬産業株式会社

取組テーマ： 企業と競技団体による障害者スポーツ大会や特別支援学校等が参加する全国大会、
インクルーシブなスポーツ大会の整備
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◼ 事業概要・事業の実施体制

【NAGASEカップとは】

「誰もが参加できるインクルーシブな大会」をコンセプトとするWRkワールドランキング対象競技会・WPA公認の陸上競技大会。「年齢」「国籍」「障害の有無」

にかかわらず包括的な参加を促進しており、大会本番に限らず、人の意識や行動の変化を促していく活動を通じて、障害のある人々に関する偏見や誤解を減ら

し、平等な社会の構築に貢献することを目的としている。

それぞれの違いを、スポーツを通して認め合い、相互理解し合うことで「インクルーシブの輪」が社会全体に拡がっていく事を目指す。

本プロジェクトでは、競技団体、企業、自治体をはじめ多くのステークホルダーが共創で取り組むことにより、社会の成長とともに、関係する組織や団体、企業の経

済的価値、社会的価値の両面の向上に貢献するよう取り組んでいる。

「第3回NAGASEカップ」では、「インクルーシブの輪を広げる」を重点テーマとし、大会の設計を行った。

【事業の実施体制・スキーム】
「NAGASEカップ大会準備室」として主催団体である一般社団法人
日本パラ陸上競技連盟（JPA）、公益財団法人 東京陸上競技
協会、特別協賛企業である長瀬産業株式会社、長瀬産業のパー
トナー企業であるスプラット株式会社の4者でNAGASEカップの「大
会準備室」として定期的に会議を行い、大会設計の段階から協働。
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◼ 事業の全体像

本事業で実施する内容は、大会コンセプトの浸透と機運醸成をはかる事前イベントと、大会本番の競技会実施と運営。
また本事業趣旨が加速するような取り組みを推進。
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◼ 施策紹介：事前イベント

⚫ 開催日  2024年6月23日（日）10:30-12:30
⚫ 場所  晴海ふ頭公園内「O.GARDEN（オー・ガーデン）」（東京都中央区晴海5丁目8）
⚫ 目的  大会の認知、機運の醸成とコンセプトの浸透
⚫ ゲスト  和田伸也選手、長谷部匠選手（伴走）
⚫ 参加者数 子供10名、保護者8名 計18名

【概要】

パラリンピアン直伝！

目の見えない世界でブラインドランを体験してみよう

晴海ふ頭公園内にある屋内施設「O.GARDEN」にて、パラリンピアン

（和田伸也選手、長谷部匠選手）２名による出張授業とブラインドラ

ンの体験イベントを実施。

【成果】

• 当日、選手らに対して参加者から積極的にたくさんの質問が挙がり、

パラアスリート・障害について理解を深める機会を提供することができた。

• 参加者からは、パラリンピアンとの距離感の近いイベントを喜ぶ声や、ブ

ラインドランを体験した子供のみならず大人からも、「想像以上に怖く

感じた」など新しい気づきがあったというコメントが多く寄せられた。

• 本イベントへメディア誘致活動も行い、その結果NHK（首都圏）の

放送によってパラリンピックを目前に、共生社会へと繋がる文脈の露出

を創出。テレビを通じて一般生活者へ向けた大会コンセプトの訴求が

実現。
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◼ 施策紹介：大会本番での施策

⚫ 開催日：2024年10月12日（土）13日（日）
⚫ 場所 ：国立競技場（東京都新宿区）
⚫ 参加者：1,564 名／観客数：6,700 名／記録：世界新 3、アジア新 7、日本新 16

第3回NAGASEカップでは、障がいを持つアスリート・子どもを含め、1,564名（前回1,424名）と、アスリートの参加数が過去最多を記録。また2日
間を通じて3個の世界記録、７個のアジア記録、16個の日本記録が更新され（※１）、NAGASEカップで過去最多数となるパラ記録が誕生。
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◼ 施策紹介：大会本番での施策

第3回大会の重点テーマである「インクルーシブの輪を拡げる」を実現するため、大会準備室では「インクルーシブな陸上競技大会」
の運営における5つの課題を特定し、それぞれに対する施策を策定した。

課題①観客の滞留時間の短さと競技への関心喚起の難しさ
観客が大会会場に滞在する時間が短く、他の競技に興味を持つ機会が少ない。そのため、さまざまな種目へ
の関心を広げるきっかけづくりや工夫が求められる。

課題②パラ競技のルール認知度不足と観戦の難しさ
特にパラ競技に関するルールの認知度はまだ限定的で、どのポイントが見どころなのか分かりにくい。また、出場
選手の情報をリアルタイムで得る手段が限られており、観客が競技をより深く楽しむためのサポートが求められて
いる。

課題③健常者とパラアスリートの交流機会の不足
健常者とパラアスリートが交流できる場が設けられている大会が少なく、相互理解や共生社会の実現につなが
る機会が限られている。

課題④大会周辺地域への周知不足
大会が開催される地域の住民に対する周知が十分でなく、最も来場の可能性が高い地域からの観客を効果
的に呼び込めていない可能性がある。

課題⑤次年度以降の運営改善に向けたフィードバックの収集・活用の必要性
大会の継続的な成長とコンセプトへの共感を促すために、各ステークホルダーからの有益なフィードバックを体系
的に収集・分析し、運営の改善につなげる仕組みが必要。

スタンプラリーと体験コーナー

解説実況音声の配信

アスリートラウンジの設置

周辺地域への広告施策

アンケートの実施

【インクルーシブな陸上競技大会の運営における主な課題】 課題解決のための施策
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◼ 施策紹介：大会本番での施策

大会当日には第３回NAGASEカップのコンセプトである「インクルーシブの輪を広げる」ための施策を複数組み合わせ、展開した。

【アスリートラウンジの設置】
アスリートファーストの実現、並びに健常アスリートとパ
ラアスリートの交流の場としてアスリートラウンジを設置。
水と軽食を準備し、競技を終えた選手らが憩う場とし
て活用された。
成果：交流の場、大会へのエンゲージメント向上。

【解説実況音声の配信】
パナソニック株式会社のリアルタイム音声配信プラット
フォーム「CHEERPHONE（チアホン）」を導入し、
お笑い芸人のこにわさんをMCに迎え、観客へ向けて
競技のみどころや実況・解説を音声で届けた。視聴
希望者は無料・登録不要でQRコードやURLで簡単
にアクセスでき、一日を通じてアスリートや有識者への
インタビューを配信。

成果：競技ルールや見どころ、アスリートの声など視
聴者に対して、豊かな競技観戦体験を提供。

【アンケートの実施】
⚫ 観客、アスリート、ボランティア等大会に関わった方々へアンケートを実施。結果は、次年度以降の大会運営に活かしていくため集計し分析。

【周辺地域での広告実施】
国立競技場の周辺地域に向けた周知活動のため、千
駄ヶ谷大通り商店街へのフラッグ掲出と都営大江戸線
国立競技場駅でポスターを掲出（大会開催前の１週
間のみ)。
成果：周辺地域への周知、認知拡大。

【スタンプラリーと体験コーナー】
スタンプラリー参加者数(2日間合計)：約450名
実施施策（スタンプ付与箇所）：

(1)義足のアスリートを講師に招いた義足体験コー
ナー

(2)デジタルデバイス（富士通株式会社「Ontenna
（オンテナ）」）を活用した競技観戦体験

(3)オリジナルのフォトフレームで大会の記念写真がと
れるフォトブース

(4)大会オリジナルデザインのタトゥーシールの配布
(5)アンケート回答

※富士通株式会社「Ontenna（オンテナ）」を活用した競
技観戦体験：富士通株式会社が提供する、「Ontenna」
を装着しながら競技観戦する体験を提供。「Ontenna」は髪
の毛や耳たぶ、えり元やそで口などに身に付け、振動と光に
よって音の特徴を、からだで感じる全く新しいユーザインタ
フェースで、音や振動を通じて走り幅跳びの動きを体感する
機会を提供。

成果：
・パラスポーツについての理解を深める体験を通じて、
新たな気づきを提供することができた。
・競技の合間に楽しめるイベントとして、観客の離脱
防止に貢献すると同時に多くの方の共感を得た。
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◼ 施策紹介：発信活動（メディア／Web／SNS）

実施期間：2024年3月～12月
目的：大会のコンセプトの発信と大会本番に向
けた認知獲得、パラアスリートの魅力、ストーリー
の発信
内容：大会広報としてメディアリレーション、メディ
アプロモートの実施により、メディアを通じた更なる
情報、コンテンツ、コンセプトの拡散と理解促進を
促す活動を継続的に実施。大会開催前には記
者向けの事前レクチャー会を実施。

【第3回NAGASE カップ開催直前 “インク
ルーシブな陸上競技大会”レクチャー会】
開催日時：2024年10月3日（木）
出席者数：10名程度
場所：長瀬産業 東京本社
登壇者：長瀬産業、富士通株式会社、パナソ
ニック株式会社

成果：
• 大会のコンセプトや、デジタル施策の体験を通

じた理解促進。
• メディアとのリレーション構築、強化。

メディアに向けた発信活動 各種Webサイトでの発信 SNSでの発信

実施期間：2024年3月～12月
目的：大会のコンセプトの発信と大会本番に向
けた認知獲得、パラアスリートの魅力、ストーリー
の発信
内容：大会の公式WEBサイトでのアスリートの
インタビュー記事の公開、ならびに「U-SPORT 
PROJECT」での進捗レポートを作成。（近日
中に公開予定）

成果：
• これらのプラットフォームの活用を通じて共感の

輪を広げ、また大会当日の認知/集客につな
げた。

実施期間：2024年3月～12月
目的：大会のコンセプトの発信と大会本番に向
けた認知獲得、パラアスリートの魅力、ストーリー
の発信
内容：大会公式SNSアカウント（インスタグラ
ム）を活用し、大会前の準備期間、大会本番、
大会後まで、タイムリーかつインタラクティブな情報
発信を行い、同アカウントのフォロワー数を維持。
大会本番では、国立競技場内にSNS発信チー
ムを設置。写真撮影から画像のデザイン、投稿
まで一貫して会場内で実施。

成果：
• SNSを通じて、障害のある人々やその支援者

のストーリーをコンテンツ化して発信した。
• 国立競技場内での盛り上がりをSNSを通じて

リアルタイムで広く伝播することができた。
• 出場アスリートからこのような取り組みの継続

的な実施と、同様のSNS上での盛り上がりを
創出する活動を他大会でも望んでいるといっ
た声が寄せられた。
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◼ 成果報告

大会で実施したアンケート調査の結果から、大会への高い満足度、インクルーシブな価値への共感が高い値を示し、大会の社会
的評価が確認された。これらの結果をステークホルダーに共有することで、大会認知や理解の浸透、共感者の増加につながり、
包括性のある社会の実現につながっていくことが示唆された。

全体の満足度は「満

足した」が74％、「や

や満足した」が21％

で、合計が95.6%と

高い割合となった

大会の必要性につい

ても、全体で「感じ

た」「やや感じた」の

合計は93.6%と高い

割合となった
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◼ 考察と次年度以降の計画

これまでの開催実績をふまえ、第3回大会では、参画企業や関

係者の輪を広げるとともに、新しいテクノロジーの活用を通じてより

多くの人々がパラスポーツやアスリートの魅力に触れることができる

ような施策を実施することができた。

今後の更なる発展に向けた課題

✓ 子供たちが活躍できる機会の創出

✓ 新たな人材の発掘

✓ 大会の認知や理解の浸透のためにも、継続的にコミュニケー

ション施策を実施し、より多くの人に会場に足をはこんでいただ

くこと

次の「第４回NAGASEカップ」では、これまで培った知見を活かし、

2024年度に導入したデジタル施策の対応範囲を拡張するととも

に、会場での体験プログラムの充実を図り、大会の更なる発展を

目指す。また、事前イベントにおいては、昨年度、晴海ふ頭公園

で行った「ブラインドラン体験イベント」のような取り組みを、自治

体と連携することで、今後全国に拡げていくきっかけとなるイベント

へと発展させていく。また、アスリートだけでなく、地域住民や観客

に向けても更に施策を推進していくことで、大会コンセプトをより深

化させ、「インクルーシブの輪」を更に拡げていくことを目指す。
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